
 

 

 

 

 

日時  2026年1月１7日（土） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  岩
いわ

﨑
さ き

 奈緒子
な お こ

 氏（京都大学総合博物館教授） 

1961年生まれ。1996年京都大学文学研究科日本史研究指導認定退学、1998年 滋賀大学経済

学部助教授、2001年京都大学総合博物館助教授、2009年京都大学総合博物館教授、2015年～

2019年まで京都大学総合博物館長。専門は日本近世史・文化財学。著書に『〈ロシア〉が変えた江戸

時代』（2024年、吉川弘文館）、『近世後期の世界認識と鎖国』（2021年、吉川弘文館）、『日本

近世のアイヌ社会』（1998年、校倉書房）などがある。 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

参加費 無料 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） 12月22日（月）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送してください。  

② インターネット申込（電子申請） 11月15日（土）～12月22日（月）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「鎖国」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！ 

18世紀から19世紀へと世紀が変わろうとする時代、日本の蘭学者たちは、船で大洋を行き来し、

世界を支配下に置こうとしていた当時の西洋の姿をはじめて明らかにしました。この事実はかなりのイ

ンパクトをもって受け入れられ、幕府の政治や外交、人びとの考え方にも大きな影響をあたえました。

講演では、江戸時代の日本とロシアについて研究されてきた岩﨑先生に、日本の世界認識が変わったの

がなぜこの時期だったのか、その背景や前後で変化したことなどについてお話ししていただきます。 

「鎖国」時代の世界認識 
 

鎖国中の日本が、西洋の最

新情報をどう手に入れてい

たのか、興味深いですね！ 

令和７（2025）年度 第７回城郭市民セミナー 

 


